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１．はじめに

1-1　知の枠組み転換
　現代科学の潮流のひとつに、ある事象を細分化して
部分の最適な解を求め、全体の包括的な解にいたる統
合知の獲得がある。20世紀の科学の多くは、必ずしも
そうではなかった。大学の個別の研究や教育にみられ
るように、科学を学部・学科などに細分化し、それぞ
れの領域をより深く突き進む手法をこころみ、それぞ
れの領域での解を求めてきた。
　その結果、たとえば物理学においては、物質をクォー
クという究極ともいえる極小の単位まで細分化するこ
とに成功した。生物学においては、細胞をDNAの水
準まで解明した。このような上位から下位概念へ、巨
視から微視へと細分化し分解していく要素還元主義に
基づく手法は、近代科学の真髄として数多くの成果を
もたらし、人びとを幸福にした。

　ところが20世紀後半から、環境汚染・資源枯渇・食
料危機・土壌崩壊・人口増加・温暖化・オゾン層破
壊・健康など、要素還元主義では対応しきれない問題
が地球規模で派生してきた。これらの問題は、それぞ
れ固有の領域をもち混沌とした潮流の一部をなし相互
に関連性をもつ。要素還元主義は、このような問題を
二項対立や二分法思考に持ち込みやすい。現代社会の
経済成長による環境悪化は、二律背反を飽きずに繰り
返した悪しき事例であろう。
　この事象は、知や思考の枠組み（パラダイム）の転
換に関する筆者の基本的な認識である。21世紀もすで
に20年が経過した今でも、要素還元主義はつづいてい
る。ここでは要素還元主義を逸脱し、人の健康を求め
て環境を通した農と医の連携を追求する。そのため、
連携の必要性・国内外の歴史と動向・現場での実践な
どを追う。そのことにより、新たな視点で農医連携の
研究・教育・普及の重要性を主張する。

1-2　技術知、生態知そして統合知
　20世紀は、科学技術の大発展とそれに付随した成長
の魔力に取り憑かれた時代であった。この科学技術こ
そが、持続的な経済成長や豊かな生活に不可欠である
とする考え方は、いまなお世界の多くの人びとの心を
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鷲づかみにしている。
　「技術知」とは、物理や化学などの基礎科学の応用に
より、資源・エネルギーを活用して人間に必要なもの
を作り出す知である。技術知の獲得は、豊かな文明の
発達でもあった。技術知は目的と手段を定め、地球に
ある有限な資源を活用し水平方向に新しい技術を開発
していく明確な思考と行動形態を伴っている。
　このような技術知に対して、長い時間と幅広い空間
を通して実際の生活の場で自然を体験・観察し獲得し
てきた知恵がある。これは「生態知」である。生態知
は文化の進展をもたらした。生態知は、技術知の目的
を高遠にするため、あるいは技術知の手段を生活の場
から深く掘り下げた。そのため、思考や研究が垂直方
向に深化した。
　技術知の発達とは、具体的には次のようなものと考
える。物理学や化学などの基礎科学で得た原理や事実
を応用する。たとえば、農薬や窒素肥料などを製造す
る。これらを農地に散布し病害微生物を駆除し、作物
の栄養分を高め農産物を増産する。さらに農産物は、
食品化学の応用などによって加工・流通され経済社会
へと広がってゆく。このような過程における人間の行
為としての価値は、生産・加工・流通の速度と収益の
増大という点に設定され、目的とする価値は生活の豊
かさと利便性の向上にある。
　これに対して、生態知は次のような知である。農業
生態系で活用された窒素肥料は、土壌にアンモニアを
提供する。このアンモニアは、さらに微生物による硝
化作用を受けて作物に吸収されやすい硝酸態窒素に変
化する。窒素肥料などの施用が作物の増収に役立つと
いう事実は、生態の観察から得られた知といえる。こ
の生態知は、さらなる生態知を生む。この硝化作用の
過程で生成された亜酸化窒素はガス態で大気に放出さ
れ、対流圏では温室効果ガスになり、成層圏ではオゾ
ン層破壊ガスとして作用する。また硝酸態窒素は飲料
に適さない水質を生じ、河川や湖沼に流れ生態系を富
栄養化する。生産の増大を目的とした窒素肥料の過剰
施用は、いたる所で環境問題を起こした。これも技術
知から得られた生態知である。
　技術知の一部は環境破壊を含む多くの問題をもたら
した。人間圏の生業が、大気圏・生物圏・水圏・地殻

圏・土壌圏に、さらにはブーメラン効果で人間圏にも
影響を及ぼしはじめた。そのことが今では、地球規模
の環境変動と人の健康にも悪影響を及ぼしている。と
なると、環境や人の健康を守るために技術知は不要と
いうことになるのか。そうではない。技術知も生態知
も人間の英知が生み出した貴重な知的財産である。今
われわれが必要としているのは、これらの二つを融合
する「統合知」を創出することである。さらには、よ
り多くの生態知を獲得し、これまでの技術知との融合
をさらに試みることである。
　一方、農業生産のための肥効調節型肥料の開発は、
統合知のひとつの例と言える。この肥料の基本は、技
術知で作られた窒素肥料に生態知で得られた硝化作用
を制御する機能を付加し、作物による窒素の吸収利用
率を最大にすることによって、亜酸化窒素や硝酸態窒
素の発生を最小限にできることである。このことによ
り生産は維持され、同時に環境は保全される。
　これまでも地球環境の問題を解決するために、それ
ぞれの領域の「技術知」と「生態知」から「統合知」
を獲得する努力が続けられている。今後、ますますこ
のような統合知を追求した研究・教育・普及がさまざ
まな領域で必要になる。農医連携、すなわち農学と医
学の連携は、健康を維持する視点で技術知と生態知を
統合し、健康のための新たなる統合知を獲得しようと
する科学である。
　われわれは、20世紀に宇宙から地球を眺める俯瞰的
視点を獲得した。これにより、地球環境問題を認識す
るに至った。そして、温暖化・オゾン層破壊・酸性雨
などの環境問題が人びとの健康にも大きな影響を及ぼ
すことを知った。俯瞰的視点とは、たとえば木を見る
視点に対する森を見る視点である。さらに、統合知を
獲得し環境と共生しなければ自然は逆襲することを知っ
た。また、環境との共存が人びとの健康に有益である
ことも学んだ。

1-3　環境、農業そして健体康心
　このように考えてくると、環境を通した農と医の連
携は21世紀が必要とする新たな統合知に他ならない。
農学・ 環境科学・ 医学という分離した科学を克服し
て、統合知の科学を獲得するための研究・教育、さら
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には成果の普及が今ほど必要とされている時代はない
であろう。このことを成功させなければ、人びとの豊
かで健康な未来はない。人びとの健康と地球環境の保
全、とくに健康と健全な作物を生産する土壌の保全は
不可欠な事項である。
　人びとの真の願いは、「こころ豊かな健康」を常に維
持し続けることにある。このことを否定する人はいな
い。科学・哲学・宗教・芸術は、なべて「こころ豊か
な健康」を獲得するための真理を求め続けている。
　現実の日々の生活のなかで健康とは何であろうか。
世界保健機関（WHO）の健康の定義は、「健康とは、
完全に、身体、精神、および社会的に良い（安寧な）
状態であることを意味し、単に病気でないとか、虚弱
でないということではない」とある。ここでの精神は、
英語のメンタル（mental: 精神の、心的な、知的な）
の訳である。
　ところが、WHOは1999年の総会で「健康」の定義
や緩和医療のなかで以下のような提案をし、その内容
を論議した。それには、新たにスピリチュアル
（spiritual） と動的な（dynamic） という言葉が加
わっている。すなわち「健康とは、完全に、身体、精
神、スピリチュアルおよび社会的に良い（安寧な）動
的な状態・・・」1,2)とある。10年以上にわたる長い
歳月をかけた論議であったが、この定義はいまだ決着
していない。この定義が世界で容認されるためには、
あらゆる領域の人びとによる深い論議と、それに伴う
さらに長い歳月が必要であろう。ただし、緩和医療の
定義にはスピリチュアルという言葉が登場する。そこ
では、スピリチュアリティを宗教的・哲学的な心や、
精神・霊魂・魂と表現している。
　健康という言葉は、幕末になって養生という言葉に
かわって登場する。元来、古代中国では「易経」に「健
体康心」とあって、唐の時代には「健康」という熟語
が使われていたという3)。健康とは、体が健やかで心
が康らかなる状態をさすことである。
　人びとの健康は、それを取りまく環境と農・林・水
産業からの生産物の質と量、さらにはその環境で創成
された文化・文明に影響を受ける。これは、WHOの
健康の定義である「社会的に良い状態」に属すること
でもあろう。しかし、近年これらの事象のほかに、作

物の生産に使用される農薬や化学肥料、さらには農産
物の加工・保存・流通などのために使われる化学物質、
また医療に用いられる医薬物質が健康に影響を及ぼし
ていることが明らかになってきた。これらのことを念
頭に入れなければ、健康問題を論ずることはできない。
　別の表現をすると、農業・健康・文化・文明はいず
れもそれらを取りまく環境に依存している。環境はす
べての基であるにもかかわらず、この半世紀の間に上
述したように大きく変動しつつある。環境問題は、農
業生産と人びとの健康に大きな影響を及ぼしてきた。
　いまでは、重金属・肥料・農薬などが生産物や健康
に影響を及ぼすいわば点的・面的な環境問題、大気の
二酸化炭素・メタン・亜酸化窒素などの濃度増加によ
る温暖化やオゾン層破壊など地球規模での空間的な環
境問題、有機水銀やダイオキシンなどの化学物質に代
表される世代を超えた環境問題と、健康の関わりが重
要な課題として社会問題として浮上した。このように、
さまざまな環境問題が時間と空間を越えて人びとの健
康に影響を及ぼしている。

２．環境を通した農学と医学の連携

2-1　連携の必要性
2-1-1　背景
　ジェームス・ラヴロックは、この地球は単一の有機
体とみなせる複雑なシステムをなす生命体であると、
「ガイアの科学：地球生命圏」で提唱した4)。半世紀
も前の1969年のことである。その後「ガイアの時代」5)

「ガイアの復讐」6)を世に問い、生きている地球が人
間圏の圧力に耐えきれず、病んでいることを強調し、
地球生理学が必要であると訴えた。
　トムプキンズら7)によれば、これよりほぼ半世紀も
前の1912年に、ノーベル生理学・医学賞を受賞したア
レキシス・カレルは、地球はほとんど回復できないほ
ど病んでいることを明確に認識していた。「人間－この
未知なるもの」8)のなかで彼は、概ね次のような警告
をしているという。土壌は人間生活全般の基だから、
近代的な農業経済学によって崩壊させてきた土壌に再
び調和をもたらす以外に、健康な世界がやってくる見
込みはない。土壌の肥沃度（地力）に応じて生き物は
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すべて健康か不健康になる。化学肥料では、土壌肥沃
度を回復させることはできない。すべての食物は、直
接的であれ間接的であれ土壌から生じてくるからであ
る。
　これまで世界中の多くの国で、土壌は酷使され消耗
されつづけてきた。そのうえ多くの土壌には、さまざ
まな化学合成物質が添加されてきた。したがって、土
壌のすべてが健全な状態にあるとは言いがたい。その
ため、それらの土壌で生産される食物の質は損なわれ、
その結果、われわれの健康も損なわれかねない状況に
ある。彼の言うように、栄養失調も栄養アンバランス
も土壌から始まっているといって言い過ぎではない。
　彼は「文明が進歩すればするほど、文明は自然食か
ら遠ざかる」とも言っている。いまでは、われわれが
飲む毎日の水、常に呼吸する大気、種子や苗を育む土
壌、日夜欠かすことのできない食品のいずれにも、何
らかの化学合成物質が共存している。食品には、その
うえ加工・着色・漂白・加熱・防腐・保存のために化
学合成物質が添加されている。もちろん、これらの化
学合成物質の多くが人間の健康に影響を及ぼさない証
拠はある。しかし、いくつもの化学合成物質による複
合影響についての証左はない。
　思い起こせば、19世紀の半ばから各種の化学合成物
質が人びとの生活環境（大気・土壌・水・植生）と、
人びとの体に取り込まれつづけてきた。たとえば、無
機栄養説のリービヒの化学肥料、 人造染料で有名な
パーキンの染料、ケクレのベンゼン環をもつ化学物質、
ハーバーとボッシュが発明した化学窒素肥料、 ミュ
ラーの殺虫剤DDT、そして、その延長上にはクロルデ
ン・ヘプタクロル・ディルドリン・アルドリン・エン
ドリンといったDDTと同様な塩化炭素系の殺虫剤と
パラチオン・マラチオンといった有機リン系農薬があっ
た。近年では、ダイオキシン類の化学合成物質が混入
する。
　澤瀉久敬（おもだかひさゆき）は、著書「医学の哲
学」9)で概ね次のようなことを語っている。医学とは
何を研究するのか。生命の哲学ではない。医の倫理で
もない（ただし、医学概論のひとつではある）。医道論
だけでもない。医学は、物理的な生命現象だけでなく
精神現象も考慮する。単に自然科学とだけ考えるので

はなく、社会科学でもなければならない。病気を治す
学であり術である。治療と予防に関する学問だけでな
く、健康に関する学問でもある。健康維持の学問ばか
りでなく、すすんで健康を増進する学問でなければな
らない。
　また、北里柴三郎が25歳のときに著した「医道論」10)

の最初の部分に、医道についての信念が書かれている。
「昔の人は、医は仁の術、また、大医は国を治すとは
善いことをいう。医の真のあり方は、大衆に健康を保
たせ安心して職に就かせて国を豊に強く発展させる事
にある。人が養生法を知らないと身体を健康に保てず、
健康でないと生活を満たせる訳がない・・・・人民に
健康法を説いて身体の大切さを知らせ、病を未然に防
ぐのが医道の基本である」。ここでも、未病と環境を通
した医学の必要性が説かれている。
　澤瀉や北里の語る内容は、農学についても言える。
たとえば農林業を営むことによって、農村には国土と
環境を守る多面的な機能が生じる11)。洪水防止・土砂
崩壊防止・土壌侵食防止・地下水涵養・水質浄化・有
機性廃棄物分解・大気浄化・生物多様性保全などの機
能である。山々の木々を管理保全し、水田を荒廃させ
ないで生産を続けるだけで、下流の町は水害に見舞わ
れることが少なくなるし、生物の多様性を維持できる。
　健全な農林業と農村空間は、清浄な空気・清い水・
美しい緑・四季の変化などに富み、人びとに安心・安
らぎ・癒しを与える。健やかな体と安らかな心を提供
する場になる。農村空間で、土壌にふれ作物を育てる
ことにより心と身体の機能回復が期待される。高齢者
や障害者には、保健休養機能や福祉機能の場でもある。
フィトンチッドに代表される化学物質が揮散する癒し
の場であるとともに、二酸化炭素という温室効果ガス
の吸収源でもある11-13)。
　農業の営みは教育や文化の場でもある。農村空間で
の農作業は、動植物や豊かな自然に触れることができ、
生命の大切さや食料の恵みに感謝する心など、人間の
感性・情操が優しく豊かに育まれる。農村空間は、神
社仏閣などの文化を継承できる空間でもある13,14)。農
業は、生産（一次）・加工（二次）・流通（三次）の六
次産業（加算しても乗算しても六）のみならず、環境
保全・健康・教育という奥の深い六次につぐ七次産業
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でもある。
　われわれは、北里をはじめ明治の人に学ぶことが極
めて多い。「武士道」で名高い新渡戸稲造は、農学に
関しても極めて見識の高い人であった。この本を世に
出す１年前に、「農業本論」15)を書いている。いつの
世にも読まれるべき農学の古典である。第５章に「農
業と國民の衛生」があり、農業は健康を養うことをす
でに指摘している。

2-1-2　現状
　現代社会は、いま数多くの事象に直面している。鳥
インフルエンザ・デング熱・熱射病・マラリア・動物
媒介感染症・気候変動・温暖化現象・オゾン層破壊・
酸性雨・残留性有機汚染物質（POPs）・過剰窒素の地
球・過剰医薬・過剰農薬・重金属汚染・大震災・放射
能汚染・ 環境保全型農業・ 動物介在療法・ 機能性食
品・コーデックス（CODEX）・ニュートリゲノミクス
などのいくつかは、環境を通した農と健康あるいは医
療に関わる事象である。
　このような事象を見ると、 今後10年から20年で防
災・地域再生・教育・医療・介護・農業などに関わる
社会構造を改変していく必要がある。そのとき往々に
して忘れられるのが、人びとの健康であろう。この健
康の基は、食や土壌の質が問われる農業生産物にある。
　次の項で述べるが、 歴史的に見て農と医は同根で
あった。現在でも類似した道を歩いている。たとえば、
医学には代替医療があり農学には代替農業がある。前
者は、西洋医学を中心とした近代医学に対して、それ
を代替・補完する医療である。後者は、化学肥料や農
薬を中心とした近代的な集約農業生産に対して、これ
を代替・補完する農法である16)。いずれの領域も生命
に関わる科学としての特徴を共有する。21世紀に入っ
て、医学はヒトゲノムを、農学はイネゲノムの塩基配
列を解読する全作業を完了した。連携の素地は既にあ
る。
　日本学術会議は、 従来の７部制から「人文科学」 
「生命科学」「理学及び工学」の３部制に移行した17)。
農学と医学はいずれも「生命科学」に属する。いまこ
そ農医連携の名の下に、両方の学問分野で獲得した技
術知や生態知を統合知に止揚する時代がきた。その際、

両学問が環境を通して展開されていることを忘れては
ならない。環境を通した農学と医学の連携が、この分
野の研究と教育にとって今ほど求められている時代は
ない。
　以上の視点から、環境を通した農医連携の科学の必要
性を新たに提案してきた。そこには、技術知と生態知を
連携させる統合知をめざした科学への思いがある。近
年における知と知の分離を克服するためにも、農医連携
の科学が必要なのである12,18-37)。なお農医連携という
言葉は、筆者が北里大学に在籍した2005年から発信し
はじめた。英語では、Integration between Agriculture 
and Medicine through the Environmentとしている。

2-2　医学と農学の原点
　医学の原点を訪ねると、トリやサルが互いに行う 
「毛づくろい」にまで遡ることができるという。生き
ものは鳥類や哺乳類などの恒温動物に進化して、自己
の維持のみならず他の個体にまで知恵と力を振り向け
ることができるようになった。この行為は、生きもの
が野生の食べ物を獲得し、家族や近縁や集団にこれを
分け与えてきた農と類似している。
　アメリカとイギリスで活躍したカナダ生まれの医学
者オスラー（1849-1919）は「看護婦と患者：1897」と
いう講演の中で次のように語る。「技術として、職業と
しての看護は近代のものだ。しかし、行いとしての看
護は、穴居家族の母親が、小川の水で病気の子どもの
頭を冷やしたり、あるいは戦争で置き去りにされた負
傷者のわきに一握りの食べ物を置いた、はるか遠い過
去に起源がある」38）。オスラーが語る看護の起源は医
学の起源であるし、食べ物の提供は農の原点でもある。
　農学の起源も同様である。人は大河の傍らに住み、
あるいは小川のわきに基本的な住居としての里を築き、
農を営んできた。人びとが帰るべき農の故郷には、原
風景としていつも川が流れている。オスラーも、看護
と医学の起源を小川の流れる里に描き出した。

2-3　農と医の類似性
　農と医はかつて同根であった。現在でも類似した道
を歩いている。農と医がいずれも生命に関わる事象で
あることに由来する。農と医の類似性の流れを、梶田
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の「医学の歴史」38)と陽の文献12,39)から整理する。

2-3-1　人類の儀式認識
　人類が儀式を認識したことは、医においては墓所の
遺跡から推定することができる。これにより、人びと
に共同を必要とする「衛生」という医学上の作業の必
要性が生まれた。農では、地震・津波・雨風などによ
る農作物災害を避けるため、祈願の儀式が生まれた。
農作業に必要な「協力」も、儀式によって培われた。
このように、医も農も儀式の成立に共通項がある。

2-3-2　文化・文明の誕生
　農業生産には水の供給が不可欠であるから、農業は
河川に沿って発展した。こうして生産量が高まり、人
びとが河川に沿って定住するようになり、文化や文明
が進展した。文明の進展は、医をさらに発展させた。
医の発展は、農をさらに推進する互助的な共通性があっ
た。

2-3-3　「ヒポクラテス医学」と「遺伝育種」の誕生
　医学では、病気は神秘的なことでなく経験と合理的
な方法で接近できる自然の過程であるという、ヒポク
ラテス医学の概念が生まれた。農学では、穀類のなか
で古い歴史をもつコムギやオオムギが、自生からの栽
培による遺伝育種という科学的手法により合理的に生
産できることを知った。医も農も学問としての共通な
概念、経験と合理という手法を獲得した。

2-3-4　宗教・哲学と医学・農業
　儒教と道教、仏教とヒンズー教、ユダヤ教とキリス
ト教とイスラム教など人間の魂の解放を目指した宗教
やギリシャ哲学などが、物質的にも精神的にも医学に
与えた影響は計り知れない。これらは、人びとの体を
健やかにし心も康らかにしてくれた。そのころ農耕文
化と農耕方式が生まれた。地中海農耕文化・サバンナ
農耕文化・根栽農耕文化・新大陸農耕文化・稲作文化
などの文化と農耕方式である。医学と共生しながら、
農学も大きく進展した。

2-3-5　西欧ルネッサンスの革新運動
　13世紀末期から15世紀末期へかけてのルネッサンス
革新運動では、医学において外科と解剖学の発展が促
進し、「生きた」生理学と解剖学が始まった。また、病
院医学が開花した。同じころ、ヨーロッパの農業では
「安定」した三圃式や輪栽式農業などが開発され、実
験や試験など遺伝学や農学の研究が著しく展開された。

2-3-6　労働者
　資本主義体制下の産業革命により労働者の生活や健
康が悪化したため、公衆衛生学や社会衛生学が発展し
た。産業革命で増えた都市労働力を支援するため、食
料増産が必要となり、これを輪作農業が支えた。ノー
フォーク式農法がフランスやドイツへと広がっていっ
た。

2-3-7　科学の発展
　19世紀後半以降に研究室医学が発達した。近代ドイ
ツ医学の解剖学者、 ミュラーの門下に、 病理学者の
ウィルヒョウや生理学者のヘルムホルツの姿が見え、
疫病の病因と予防に焦点が向けられた。コッホや北里
らが、病原微生物学・化学療法・免疫学という分野を
確立した。生化学が分子生物学と合体し、生命過程に
迫る有力な武器になった。農業でも、微生物学・生化
学・物理学・化学が発展し化学肥料や農薬の製造が始
まり、農業生産は著しく高まった。ハーバーとボッシュ
の空中窒素固定技術は象徴的であった。近年にいたっ
て、分子生物学が旺盛になり遺伝子組換え作物が作ら
れていった。

2-3-8　代替医療と代替農業の誕生
　生命を対象にする医学と農業において、接頭語に代
替（alternative）がつく代替医療と代替農業が誕生し
た。代替医療とは、西洋医学を中心とした近代医療に
対して、それを代替・補完する医療をいう。代替農業
とは、化学肥料や農薬を中心とした近代的な集約農業
に対して、これを代替・補完する農業をいう。いずれ
の言葉にも、生命科学を担う医学と農学の特徴が現れ
ている。なお、この項については文献に詳しい16,18,23)。
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2-3-9　ゲノムの解読
　21世紀に入って、医学はヒトゲノムの、農学はイネ
ゲノムの塩基配列をすべて解読した。この後、これら
の技術知と生態知を連携させた統合知へ向けての科学
が期待される。農と医は、生命科学という同じ道を共
に歩いてきた兄弟なのである。

2-3-10　健康な土壌と人の健康
　新しい遺伝子配列解析技術と極めて倍率の高い顕微
鏡の開発により、複雑な微生物群集が土壌の生産力か
ら人の免疫系まで関連していることが解明されつつあ
る。その結果、微生物が土壌の健康と人の健康の両方
にきわめて重要な役割を果たしていること、さらには
両者の類似性が明らかになってきた40)。化学肥料によ
る慣行農業と有機農業で栽培された農産物の質的なち
がいが、腸内細菌に及ぼす影響などの研究がはじまっ
ている41)。

2-4　環境を通した農学と医学の共生
　これまで述べてきたように、農学と医学は生命科学
として同根であり、歴史的にも類似した道を歩んでき
た。今後とも農と医の共生は重要である。たとえば、
次のような分野で農と医は連携し、共生し続けなけれ
ばならない。共生が必要な学問領域のなかで、これま
で筆者が関連してきた課題については、関連資料を引
用し具体的な研究や教育を紹介する。

2-4-1　生理思想
　生理学と病理学を器官や系統別にわけて行う研究
や、解析本位に行う研究に反省が生まれ、全体かつ総
合的な方向に目を向ける風潮が芽生えてきた。アメリ
カの神経学者で生理学者であるキャノン（1871-1945）
が提案したホメオスタシス（生理的恒常性の維持）と
いう概念はその一例である。アメリカの感染生物学者
であるデュポス（1901-1982）は、自然治癒力はホメ
オスタシスより複雑で、かつ強力だと主張した。ドイ
ツの化学者・農学者のリービヒ（1803-1873）は、栄
養学の必要性を説いた。これらの概念は、医学だけで
は健康を維持することができず、環境科学や農学など
との連携が必要であることを示唆している。

2-4-2　内分泌学の進歩
　ヒトの体内の機能は、ホルモンが調節している。こ
こから、内なる生理要素としてのホルモンの分離・応
用が始まった。いわば、体が持つ本来の治癒過程の抽
出物がホルモンといえる。作物は細胞分裂にはじまり、
分化促進から老化促進までホルモンに調節されている。
この両機能が相互に活用できる研究からは、多くの統
合知が生まれる可能性がある。

2-4-3　栄養・ミネラル・ビタミン20, 23）

　古くは、日本人の脚気と米ヌカの関係がある。クリ
スティアーン・エイクマンが見いだした、脚気の予防
に有効な米ヌカ中の成分はビタミンB1であった。農産
物には数多くのビタミンが含まれている。健全な食物
から栄養・ミネラル・ビタミンを摂取し、健全な肉体
を維持することは、農医連携の基本である。最近では、
糖尿病・認知症・骨粗鬆症が食べ物に含まれるミネラ
ルに大きく影響されることが判明している42)。植物必
要元素は17種類、ヒトに必要元素は28種類ある。土壌
は種類によって異なるが、60種以上の元素を含有して
いる43)。一方、土壌によっては有害重金属元素を多量
に含むものもある。土壌を知らないで健康を語ること
はできない。

2-4-4　動物感染とヒト19）

　豚や鳥を介したインフルエンザウイルスは、農から
環境を通してヒトへ感染する。したがって、農医連携
の科学にとって重要な領域である。最近では、「日和見
感染」で常在菌までも人体にそむき始めた。どんな薬
剤を開発しても、細菌やウイルスはたちどころに耐性
株を作るので、細菌やウイルスの逆襲にどう立ち向か
うか、さらに、共生の新たな様式の手探りが始まった。
ウイルスは環境に生息するカモなどに由来するので、
環境を視野に入れた農医連携の必要がある。

2-4-5　生化学と分子生物学
　ヒト・イネ・トリなど多くのゲノムが解読された。
これにより、ヒト・イネ・トリなどに関わる研究が連
携して進化していく。たとえば、花粉症の症状緩和が
期待できる花粉症緩和米の開発がある。遺伝子組換え



22 Res Rep MOA Health Sci. 23, 2019 

技術を用い、 スギ花粉症の原因物質の一部を米に導
入、これを一定期間食べ続けスギ花粉を外敵ではなく
食物と認識するようになり、アレルギー反応を抑えら
れる。また、抗アレルギー物質を多く含む茶「べにふ
うき」が育成されている。抗アレルギー物質として注
目されている「メチル化カテキン」を多く含むのが特
徴である。

2-4-6　環境汚染18, 20, 21, 23）

　環境汚染は、古くから環境を通した農と医の連携が
叫ばれ続けてきた重要な領域である。重金属の環境汚
染は、農作物の汚染につながり、その農作物を食した
人は、重金属の障害に苦しむ。カドミウムによるイタ
イイタイ病や、有機水銀による水俣病がよい例である。
レイチェル・カーソンの「沈黙の春」44)、有吉佐和子
の「複合汚染」45)、シーア・コルボーンらの「奪われ
し未来」46)などに、その様子が顕著に示されている。

2-4-7　薬用植物47, 48）

　かつて北里大学薬学部附属薬用植物園は、地元農業
者から農場を借用し薬用植物やハーブ類を栽培し、こ
れを病院や業者に供給していた。このようなシステム
は、 共生の現実的な実践・ 普及である。 薬用植物や
ハーブ類の栽培と利用、入院患者と薬草園との交流な
ど農業現場と医療の連携は、癒しの立場からその必要
性が増してくる。市民のための医療関係団体との交流、
入院患者と薬草園などは人を介した農医連携の代表例
の一つであろう。北里大学の第２回薬用植物セミナー
は、その例である47)。北里大学農医連携シンポジウム
での「漢方薬の特徴と健康増進への役割」や「動物医
療における漢方医学」などの課題にみられるように、
農医連携の促進が教育や研究の現場で継続されてい
る48)。

2-4-8　環境保全型農業と医療の連携12, 16, 18, 23, 49）

　北里大学の「八雲牧場」では、自給飼料100%の安
全な牛肉の生産に挑戦し、環境保全型畜産と称しこれ
を実践している。この牛肉を「北里八雲牛」の名称で
商標登録し、北里大学病院の患者用給食材料として利
用している。この例は、同一大学の中で安全を目指し

て農医連携を確立した典型的な例である。土壌―草地
―牛肉生産―加工―流通―健全食品―患者の栄養・健
康を目指したシステムが展開されており、ほかにも活
用できる事例である。（公財）農業・環境・健康研究所
では、同一敷地内に研究所と療院（医師による診察と
各種健康法を体験できる健康増進施設）と農業大学校
が共存している。研究所と大学校が協力して生産する
農作物は、ときとして療院の食事に充てられる。また、
療院の患者は、農業大学校の圃場で農業生産に従事す
ることを通して、癒しの治療を受けている。

2-4-9　食の安全と予防医学22, 23）

　BSEやO-157などの例からわかるように、食生活を
取りまく危機要因が発生している。食品の安全性は、
内閣府・農林水産省・厚生労働省・環境省をまたぐ重
要な課題である。内閣府には食品安全委員会が設置さ
れ、化学物質・生物・遺伝子組み換えなどのグループ
がリスク分析手法などを検討している。環境を通した
農医連携の科学は、国家・国民に不可欠な課題である。

2-4-10　機能性食品22, 23）

　食品のもつ潜在的な保健的機能性に着目し、農学と
医学を連携させる研究は、将来性のある重要なものの
ひとつであろう。たとえば、「食肉タンパク質由来の抗
ストレス・抗疲労ペプチド」などの研究が、農医連携
の研究として発展すれば、疾病予防食や治療食として
の評価が可能である。機能性食品の可能性と限界など
についても研究が必要である。

2-4-11　動物介在教育・活動・療法24）

　健康に関わるスピリチュアルな課題が、動物介在教
育・活動・療法などを活用して研究されはじめて久し
い。その結果、人間の健康増進、医学における補完医
療、高齢者や障害者の正常化、さらには子どもの心身
の健康的な発達に大きな役割を担っている。さまざま
な動物とのふれあいを含めた動物と医療のかかわり、
癒しなどが期待される。

2-4-12　地球温暖化21, 23, 50, 51）

　地球の温暖化が人間の生活に及ぼす影響は、極めて
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重大である。農業では、干ばつ・塩類化・土壌侵食な
どによる食料問題、医学では、熱射病・紫外線増加・
デング熱・マラリアなどによる医療問題がある。いず
れも人類の未来に暗い影を落とす問題である。地球環
境の変動は、いつの時代も食料を供給する農業と、人
の健康と生命を守る医療に密接に関わっている。たと
えば、化学窒素肥料の施用により、土壌から大気に発
生する亜酸化窒素ガスは、温暖化ガスのひとつである。
このガスの発生を制御する研究は、温暖化防止につな
がり、医療問題の解決にも間接的な効果を発揮する。

2-4-13　オゾン層破壊21, 23, 50, 51）

　工業生産物から発生するクロロフルオロカーボンや、
農業活動から発生する亜酸化窒素と臭化メチルは対流
圏から成層圏に移行し、成層圏のオゾン層を破壊する。
オゾン層の破壊により、地球上の生物が太陽からの紫
外線を多量に受けることになる。過剰な紫外線は、人
の皮膚がんの増殖を促進し、作物の減収を引き起こす。

2-4-14　大震災29）

　2011年３月11日に東日本大震災が起こった。大震災
は多くの人びとの生命と生活と農地を容赦なく奪って
いった。想像を絶する地震とそれに伴う津波は、大地
を削りとり農業生産と人の健康に壊滅的な影響を及ぼ
した。北里大学では、「東日本大震災の記録―破壊・
絆・甦生―」と題した冊子を通して、震災後１年以内
にその様相をまとめあげた。 津波による浸水面積は
561km2、津波被害農地は21,476 ha、死者15,897人、
行方不明者2,533人（2019年３月１日）という数は、
まさに環境を通した農と医がかかわる歴史的な被災事
故であった。

2-4-15　土壌微生物と腸内微生物と健康
　「土と内臓－微生物がつくる世界－」40)と題する本
が出版された。 地質学者と生物学者の夫妻が協同し
て、土壌に生息する微生物とヒトの内臓に生息する微
生物の研究を歴史的に探索した貴重な作品である。こ
の本は、土壌と人の内臓に生息する微生物への医学お
よび農学による無差別な攻撃、すなわち土壌への農薬・
化学肥料の施用、人への医薬品の施薬に強烈な疑問を

投げかける。微生物の特性を知ることによって、農医
連携、すなわち土壌・作物・医療・健康への流れが理
解できる。たとえば、腸内細菌が作るセロトニンやドー
パミン先駆物質が腸から血液を通して脳にまで達する。
肥満・アレルギー・がんなどの疾患、これらすべてが
微生物に関わる。根圏土壌の微生物と人の大腸の微生
物は、同じような働きをしている。「根は腸であり腸は
根である」といえる類似性がある。

2-4-16　その他12, 18）

　他にも、花粉症・森林セラピー・アトピー症候・環
境ホルモン・残留性有機物汚染・食育など、環境を通
して農学と医学が連携しなければならない課題は数多
い。

３．農医連携を説いた先達

3-1　農学と医学の一体
　農学と医学の連携は、分離した知を統合することで
ある。しかし、健全な食物を食べ、健康を持続的に維
持するということは、本来、これまで人びとが行って
きた生きる術にすぎない。農医連携の科学が必要であ
ると強調してきたのは、科学が分離の病をおこしてい
るからに他ならない。農学と医学が習得してきた知は、
本来分離される知ではなかった。医食同源・身土不二・
地産地消・四方四里に病なし、などという言葉は、古
人が農と健康が分離されるべきものではないという事
実を認識していたから生まれた言葉であろう。
　多くの聖賢が農と健康、または農学と医学が紛れも
なく一体の科学として成立することを認知していた。
古くは伝説の炎帝神農から、現在では統合医療の世界
的権威であるワイルに至る。この間、農医連携という
言葉が使われたわけではないが、多くの聖賢が農医連
携の科学の必要性を直接あるいは間接的に説いてきた。
たとえば、炎帝神農・ヒポクラテス・シーボルト・リー
ビヒ・シュタイナー・カレル・ゲルソン・ハワード・
湯川玄洋・北里柴三郎・新渡戸稲造・岡田茂吉・二木
謙三・吉岡金市・石塚左玄・桜沢如一・一楽照雄・若
槻俊一・福岡正信・梁瀬義亮・日野厚・竹熊宜孝・安
藤孫衛など、枚挙に暇がない。紙面の都合上、ここで
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は代表的な人物の何人かを文献12,39)に基づいて簡単に
紹介する。

3-2　国外の先達
3-2-1　炎帝神農
　古代中国（神話伝説：BC2700頃） の伝説上の帝王
といわれる炎帝神農は、もとは南方にあり夏の季節を
つかさどる観念的な神格であった。木火土金水の五行
思想で火にあたる位置にいるところから、三皇（伏羲、
女媧、神農）の一人の神農と結びつき炎帝神農と呼ば
れ、伏羲と黄帝の間に入る帝王として歴史に名を残し
ている。
　神農・薬王・五穀爺などとも呼ばれる。姓は姜（きょ
う）。火徳の王であったので炎帝と称した。徳があり帝
位につき陳に都を定め、木を切り、耒（らい：鋤）、耜
（し：鍬）などの農具を発明し穀物の栽培を人びとに
教え、市場制度を創始するなどして民生の安定につと
めた。
　炎帝が「赭鞭（しゃべん）」という神鞭で薬草をひと
たたきすると、有毒か無毒か、寒か熱かなどの特性が
明確になり、それに基づき人びとの病気を治したとい
う。みずから薬草をなめて特性を見極めていた。その
ため、一日に七十回も毒にあたったともいわれる。さ
らに、猛毒が含まれる断腸草をなめたため、腸が切れ
死亡したともいう。このため、人びとのために生命を
犠牲にしたという民間伝承もある。神農は医薬と本草
学の祖とみなされた。

3-2-2　ヒポクラテス
　現 代 医 学 の 基 礎 を 築 い た 古 代 ギ リ シャの 人
（Hippocrates: BC460頃-BC370頃）。エーゲ海にある
イオニア地方南端のコス島に生まれた。医学を習得し、
ギリシャの各地を遍歴し医療活動に従事した。
　ヒポクラテス派の最も重要な功績のひとつは、原始
的な医学から迷信や呪術を切り離し、医学を経験科学
へと発展させたことにある。また、現場の医師として
臨床を重んじた。医術の基礎に神秘主義や思弁哲学な
どの仮定をおくことに対して、「人間の病苦を知り得な
い」として強く反対した。大きな特徴のひとつは、科
学性に基づいた解釈にある。

　現代でも医師から彼が尊敬されているのは、西洋医
学の基礎となる自然医学を集大成したからである。病
気の症状だけでなく、患者をとりまく自然環境のすべ
てを対象にした。その結果、「暖かさ・冷たさ・乾燥・
湿気」の変化が、人体の血液や粘液などの調和を乱す
ことによって、病気が引き起こされると考えた。
　彼は医学史に多大な影響を与え、その業績から今な
お「医学の父」「医聖」「疫学の祖」と呼ばれている。
時空を越えても人間の体は変わっていないから、現代
医学が忘れた人間本来の自然治癒力について、彼の教
えを学ぶ価値はある。彼の次の言葉は、農医連携論を
進めるうえできわめて興味深い。「食べ物について知ら
ない人が、どうして人の病気について理解できようか」。
　このほかにも、彼は農医連携に関わる数多くの言葉
を残している。「病人に食べさせると病気を養う事にな
る。一方、食事を与えなければ病気は早く治る」「病気
は、人間が自らの力をもって自然に治すものであり、
医者はこれを手助けするものである」「満腹が原因の病
気は空腹によって治る。 空腹が原因の病気は満腹に
よって治る」「汝の食事を薬とし、汝の薬は食事とせ
よ」「食べ物で治せない病気は、医者でも治せない」
「人間は誰でも体の中に百人の名医を持っている」な
ど。
　また、環境を通した農医連携の重要性も強調してい
る。「人間がありのままの自然体で自然の中で生活をす
れば120歳まで生きられる」「人間も動物も、体は三種
類の栄養によって養われている。 食料・ 飲料・ 空気
（風）の三つである。病気が起こるのは、空気が過剰、
または過少、あるいは急激に生じたり、病気の原因と
なる毒気に汚染されて体内に入る場合である」「病気
は、気候や風土、生活の変化に体質や精神が対応でき
ないことが原因だ」「病気は超自然の力によってではな
く、自然の力によって生じる。健康とは、体と心を含
む内的な力と外的な力の調和的バランス状態を表現し
たものである」「同じ気象条件でも、良質の水を使って
いる地域では病気になる確率は非常に少ない。反対に、
沼地の水や溜まり水を使っているところでは、気象の
変化による悪影響をまともに受けて病気にかかりやす
くなる」「人間と自然とは切り離せないもので、人間が
自然界の中で生きていく以上、そこには一定の法則性
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が存在する」など。人間と自然との間の深い因果関係
を見出し、そのメカニズムによる生命誕生や自然治癒
力を力説した。

3-2-3　フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト
　南ドイツのヴェルツブルグの医者の家系に生まれた
人（Philipp Franz Balthasar von Siebold: 1796-
1866）。ヴェルツブルグ大学で医学と自然科学を学ん
だ。オランダの陸軍医になり、東インドのオランダ領
ジャワに赴任し、オランダ商館医として長崎の出島に
派遣された。
　長崎では出島商館に居住した。楠本滝と結婚し、日
本で初の女医になる楠本イネをもうけた。日本人に博
物学や医学を講義した。この間、二宮敬作をはじめと
する数多くの弟子を育んだ。さらに多くの日本人の協
力のもとに、国内の文化・植物・動物を調査し、「日
本」「日本動物誌」「日本植物誌」などを書き、世界に
日本の自然と文化を紹介した。
　帰国後、園芸の奨励を目的とするオランダ王立園芸
奨励協会を設立し、初代の会長になった。この知見を
もとに、彼は農医連携を心した学者のひとりではない
かと思考していたが、２冊の著書52, 53)は、そのこと
を証明してくれた。「シーボルト・日本植物誌」 52)は、
シーボルトとツッカリーニとの共著による「Flora 
Japonica」の本文のうち、シーボルトによりフランス
語で書かれた付記（覚書き）のみを初めて日本語に訳
出したものである。シーボルトは、この本に151種の植
物に関する専門的な特性のほかに、当時の日本におけ
るこれらの植物の独特な利用方法や文化的背景などを
紹介している。
　そのほか、植物の育種法・栽培法・肥培管理・立
地・土壌など農業に関する解説や、刺激剤・下痢・発
汗薬・通経剤・水腫・間欠熱・虫下しなど、各種植物
の薬剤としての活用法などを紹介している。また、こ
れをさらに研究・普及する優れた学者であった。農と
医を連携させた歴史上の人物に間違いない。氏の業績
は農医連携の原点でもある。ちなみに、ケンポナシが
「日本の常用の飲み物である米から作られるビール
（酒）に酔わないように飲んでおく予防薬として大変
評判がよい」とある。レンギョウ・シイ・シュウメイ

ギク・ウメ・マルキンカン・ゴシュユ・ノヒメユリ・
ツバキ・ケンポナシなどの薬剤の例も紹介している。

3-2-4　ユストゥス・フォン・リービヒ
　ドイツのヘッセン州に生まれた19世紀最大の科学者
（Justus Freiherr von Liebig: 1803-1873）。名はユス
ツス、姓はリービッヒと表記されることもある。
　1832年に自ら編集した化学論文誌「薬学年報」を創
刊し、啓発活動をした。これは、その後1840年に「薬
学および化学年報」に改名した。さらに死後、彼を記
念して名を「ユストゥス・リービヒ化学年報」に改め
られた。 この雑誌は現在も「ヨーロッパ有機化学雑
誌」の名で続いている。啓発活動に熱心で、書籍を盛
んに執筆した。
　農芸化学に関する業績は「化学の農業および生理学
への応用」54)に集約されている。植物生理に対する化
学的考察と、それに基づく人造肥料の製造の先駆けと
なる本である。植物の生育に関するチッソ・リン酸・
カリの三要素説、リービヒの最小律などを提案してい
る。チッソ･リン酸・カリの三要素のうち、リン酸と
カリ肥料の製造が試みられる。栄養学・動物化学・生
理学・病理学に関わる研究も行った。これらに関する
著作であるリービヒの「生理学と病理学に応用された
有機化学：1842」には、動物の呼吸・新陳代謝・栄養
についての化学的な解釈が詳細に書かれている55）。ま
れに見る農学と医学の泰斗であった。

3-2-5　ルドルフ・シュタイナー
　現在のクロアチア出身の神秘思想家で、人智学（ア
ントロポゾフィー）の創始者である（Rudolf Steiner: 
1861-1925）。ウイーン工科大学で、自然科学・数学・
哲学を学んだ。人間を身体・心魂・精神の存在として
とらえる独自の科学である人智学を樹立した。今では、
彼の精神科学は学問の領域を越え、世界各地に広がっ
ている。シュタイナー教育運動をはじめ、治療教育・
医学・農学・芸術・建築・社会論などさまざまな社会
的実践の場で、実り豊かな展開を示している。なかで
も教育の分野では、シュタイナー学校が世界中で展開
されている。2019年10月現在、学校法人やNPO法人を
含めて、シュタイナー学園とよばれる教育機関が、北
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海道から福岡にわたり全国に８校ある56)。
　彼は20代でゲーテ研究者として世間の注目を浴び
た。1900年代からは神秘的な結社である神智学協会に
所属し、ドイツ支部を任され、物質世界を超えた超感
覚的な世界に関する深遠な事柄を語るようになった。
その後、「アントロポゾフィー協会」を設立した57)。
　彼は、医師・薬剤師・医学生などを前にして霊学に
基づく医学に関する講演を多く行った。その結果、オ
ランダの女医イタ・ヴェーグマンの主導で、臨床医療
研究所や製薬施設が作られた。彼が提示した治療法や
薬剤は医師の関心を呼び、さまざまな研究が行われた。
現在も、彼の理念に基づいて自然の原料のみを使った
化粧品や食品が製造されている。
　彼の原点は、以下の考え方にある。人間が生きるに
は食料が必要である。そのために農業がある。そこで、
まず「農業の基礎として私たちは大地を有している」
という事実に目を向けている。すなわち、大地から成
長する植物は、天体全体を含めて宇宙総体が関与して
いる。食物を食べ、健康を維持する人間の生活を巡る
すべての問題は、いずれも農業と関連づけられる。人
間は大地の生み出すものによって生きていく他はない
から、人間の生命そのものが肉体的にも精神的にも霊
的にも、生命体を作る基となる大地の成分に影響され
る。
　このような視点から、地球と天体の動きに基づいた
「農業暦」にしたがい播種や収穫などを行う自然と調
和した農業「バイオダイナミック農法」を提唱した。
この農法は、ヨーロッパをはじめ世界各国で研究・実
践されている。彼の農業理念に基づいて設立されたド
イツ最古の認証機関であるデメターは、有機農法の連
盟の中でも代表的な団体である。厳格な検査により、
バイオダイナミック農法の商標の認証を行っている58)。

3-2-6　アレキシス・カレル
　地球は病んでいる－それもほとんど回復できないほ
どに－。このことをはっきりと見通していたのは、先
に紹介したノーベル生理学・ 医学賞受賞者のカレル
（Alexis Carrel: 1873-1944）であった。彼は、土壌
はすべての人間が生きていくうえの基と考えていた7)。
近代農業で使用してきたさまざまな化学物質は、土壌

を自然の状態から変貌させた。健康に対してわれわれ
が唯一思い悩むことは、変貌した土壌と人の体がはた
して再び調和できるかということであった。
　今日の合成化学物質は、土壌を疲弊させ、酷使し、
虚弱にしている。放射性物質による汚染は、一部の土
壌を毒化させている。そのため、食べ物の品質は悪化
し健康は害されている。栄養不良と栄養バランスの不
均衡は、土壌に始まっている。快活な人の健康は、健
康な食品に依存する。健康は、肥沃で生産的な土壌か
らもたらされる。
　土壌に存在する元素が、植物・動物・人の細胞の代
謝を制御する。土壌にある微量な元素分布の調和が崩
されるということは、元素が過剰であろうが欠乏であ
ろうが病気が引き起こされる重要な原因である。土壌
が微量元素に欠けると、作物と水の微量元素も同様に
欠乏する。土壌の元素が過剰になれば、作物も水もな
べて過剰になる。
　化学肥料だけで地力を回復することは、困難である。
化学肥料は強制的に作物に養分を提供するが、土壌微
生物のフロラを乱す。また、土壌の腐植には組み込ま
れにくく、それに置き換えることはできない。さらに、
土壌の物理的な特性と微生物生態に影響を及ぼす。化
学肥料が土壌に添加されると、土壌養分の均衡が崩さ
れる。ひいては人の養分の均衡が乱される。土壌が汚
染されると、それに伴って大気や水や植物がその影響
を受ける。メソポタミア・ローマ・ミノス・ギリシャ
の文明崩壊は、土壌の崩壊と共にあった。農と健康が
土壌という環境を通して連携していることを、彼は80
年以上も前に指摘していた。
　彼の著書8)は1935年に出版された。４年後の1939年
版には、特別な序文を付けている。その冒頭で、「本書
は古くなるにつれて、ますます時宜をえたものになる
という逆説的運命を持っている」と語る。今の世界の
様相は、彼の予言通りになっている。

3-2-7　アルバート・ハワード
　イギリスのハワード（Albert Howard: 1873-1947）
は、世界における有機農業運動の創始者であった。25
年間もの間にわたって、インドで農業研究に従事した。
はじめは、中央インドおよびラージプターナ州の農業
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指導者として、後にインドールにおいて植物産業研究
所の所長として働いた。そこで、東洋の伝統的な堆肥
作りを近代科学の手法で再構築した新たな堆肥づくり
の技術、インドール方式を築き上げた。
　彼はすぐれた研究者であると同時に、途上国の農業
問題一般にも関心が深く、これらの問題にも積極的に
取り組んだ。多くの研究が専門化、細分化される状態
に早くから見切りをつけていた。研究所や試験場で栽
培された試験作物の研究ではなく、実際の現場の農地
に出かけ、現実の畑で健康な作物を栽培するための研
究を続けた。実学である。
　彼が教えを仰いだ師は、インドの農民であり、人び
とが害虫や雑草と呼ぶ動物や植物であった。ハワード
は自然を「最高の農業者」と敬い、インドの農民たち
を重要な研究の顧客と見なした。また、害虫や雑草を
「農業の教授たち」と呼んでいた。自然生態系の中で、
自然が害虫にどのような役割を負わせているかを注意
深く観察し、研究を進めた。研究の結果を農業生態系
で活用することによって、農場の害虫は自然と姿を消
した。彼が栽培する作物も飼育する家畜も、病害虫の
被害を受けない健康な生体を獲得していった。
　「ハワードの有機農業」59)の原題は、 "The Soil and 
Health" 、すなわち「土壌と健康」である。彼の出版
した「農業聖典：An Agricultural Testament」60)に
は、土壌と健康に関する要約がある。すなわち、すべ
ての生物は、生まれながらにして健康である。この法
則は、土壌・植物・動物・人間に当てはまる。これら
四つの健康は、一つの鎖の環で結ばれている。 この鎖
の最初の部分の環（土壌）の弱点または欠陥は、環を
つぎつぎとつたわって最後の環、すなわち人間にまで
到達する。植物や動物の広範にわたる病害虫の発生は、
近代農業の破滅の原因であり、 この鎖の第二環（植
物）および第三環（動物）の健康の大きな欠陥を示す
証拠である。近代文明国の人間（第四環）の健康の低
下は、第二、第三の環におけるこの欠陥の結果である。
あと三つの環の一般的な欠陥は、第一の環である土壌
の欠陥に原因があり、土壌の栄養不足な状態がすべて
の根源である。健康な農業を維持できないことは、わ
れわれが、衛生や住居の改善、医学上の発見で得た利
益のすべてを台無しにしてしまうものである。われわ

れは、自然の厳然たる要求に従わなければならない。
その要求とは、すべての廃棄物を土地に還元すること、
動物と植物を同居させること、植物栄養に対する適正
な保全機能を維持すること、すなわち菌根の共生を妨
げてはならない、ということである。

3-2-8　アンドルー・ワイル
　ワイル（Andrew Weil）は、1942年アメリカのフィ
ラデルフィアで生まれた。ハーバード大学医学校卒業
後、国立精神衛生研究所の研究員、ハーバード大学植
物学博物館の民族精神薬理学研究員などを歴任した。
また、国際情勢研究所の研究員として北米・南米・ア
ジア・アフリカなどに出かけ、伝統医学やシャーマニ
ズムの現場を研究して歩いた。
　その実践を伴う研究から、代替医療・薬用植物・変
性意識（瞑想・トランス状態）・治癒論の第一人者とな
る。現在、アリゾナ大学統合医学プログラム理事およ
びアリゾナ大学教授に就任している。世界各地の伝統
医療と西洋近代医学を統合する「統合医療」の世界的
権威となる。統合医療医学博士の称号を持つ。「医食同
源」61)、「心身自在」62)、「癒す心、治る力」63)など世
界的なベストセラーの著者でもある。今はアリゾナの
砂漠地帯に住む傍ら、カナダのブリティッシュコロン
ビア州の小さな島で、ガイアの「心」4-6)に沿った理
想的なライフスタイルを求めた活動を行っている。
　彼の著書「医食同源」は、健康と食生活に関する情
報の混乱を整理し、食生活に明解な指針を提供するた
めに書かれたものである。本の原題は「Eating Well 
for Optimum Health」で、これを「医食同源」と訳し
たのは、訳者の理解度の深さはもとより、著者の「健
康な食生活は健康なライフスタイルの礎石である」と
いう信念とも結びついている。彼が農医連携を心した
人物として紹介した理由がここにある。
　多くの事象が合理的な技術知のみで判断されるよう
になった現在、最近の研究から医学と栄養学を俯瞰す
る視点と、食の快楽やアイデンティティなどを文化・
精神・霊的な歴史観をもちながら俯瞰する視点をもつ
本書は、21世紀の「農業と環境と医療の連携」を考え
るにふさわしい一冊である。
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3-3　国内の先達
3-3-1　北里柴三郎
　わが国の近代医学と衛生行政の発展に多大な貢献を
果たした北里柴三郎（1853-1931）が､ 25歳のときに
著した ｢医道論｣（1878年：明治11年）を繙くと、最
初の部分に医道についての信念が次のように説かれて
いる10)｡
　「人民に健康法を説いて身体の大切さを知らせ、病を
未然に防ぐのが医道の基本である」。このことは、健全
な環境のもとで生産され、安全な過程を経て作られた
食品を食し、健康を保ち、病に陥らないことが必要で
あると解釈することができる。また、「病気を未然に防
ぐ為には、病気の原因と治療、つまり医術を徹底的に
理解しないと達成できない。真の医を施すには医術の
充分な研究が必要である。医学を志すものは理論・技
術とも甲乙なく徹底的に研究する必要がある」 と説
く。このことは、医者にかかる前に人は病気を未然に
防ぐための安全な農産物を生産し、その基となる環境
を保全しなければならないと解釈することができる。
　北里の「医道論」は、医の基本は予防にあるという
信念を掲げ、国民のために学問の成果を用いるべきこ
とを主張している。ここには、学問と実践を結びつけ
た実学の思想がある。
　一方、コレラ調査に出かけた長崎では、仕事の合間
に町の道路・井戸・排水の状況など病気が発生した路
地裏の環境を的確に観察している。また、寄生虫によ
る肝臓ジストマ症については、肝蛭（カンテツ）の肝
臓への伝染経路を紹介している。これは、環境を観察
する鋭い視線から得られた成果である。その結果、こ
の肝蛭を有する蝸牛（カタツムリ）を食べる羊に注意
を促すことを指摘している。ここにも、環境を通した
農医連携の学問の現実と結びつけた実学がある。
　北里10)と澤瀉9)は､ 医学が病気の治療･予防､ 健康
の維持･増進､ 精神の高揚・癒しを含めて解決にあた
るべき学問だと指摘している｡ そのためには､ 人びと
の生活の基である農と食と環境を健全かつ安全に保つ
ことが重要で、食と環境が健全でなければ､ 人びとの
健康はないと指摘する｡ 環境を通した農医連携の科学
の必要性は､ すでに先人によって説かれている｡

3-3-2　岡田茂吉
　岡田茂吉（1882-1955）は、日本が西洋の思想や科
学技術を取り入れ近代国家へと生まれ変わろうとする
明治15年に東京で生まれた。19世紀末から20世紀半ば
の世界的な動乱期にあって、必ずしも物質的な繁栄が
人類の幸福に結びつかない現実を認識した岡田は、文
明の本来あるべき姿を大自然の中に見出し、人類が直
面している問題の基本的な原因とその将来を知るに至
る。それは「真・善・美」が高度に調和した新しい文
明の時代が到来するという知であった。岡田は、宗教
家であると同時に哲学者であった。
　実践の世界では「自然農法・自然食」を提案した。
土壌を生命体ととらえ、人間の健康を誘う健全な作物
の生産の基本は、土壌の性能を高めることであること
を説き、これを実践し普及した。人類が土壌から永続
的に作物を生産するためには、生命体をつくり出す土
壌の持つ調和力を発揮させることが重要と考え、自然
農法を創始した。そのためには、自然そのものを尊重
し、自然の持つ摂理を規範とする農法が必要で、その
ことを普及させなければならないとした。自然農法の
原理は、生きている土壌の偉大な能力を発揮させ、健
全な食料を得ることにある。
　すなわち、土壌が本来もつ生育力を高めるために、
化学肥料や農薬という自然に反する化学物質を用い
ず、土壌を清浄化させ、生命を育む自然力を高めるこ
とによって、自然の摂理に適った生産方法を確立しよ
うとすることである。これは、農業生産の分野に止ま
らず、土壌・大気・水質の汚染防止や地球環境の保全
にも有効な手段となっている。
　こうして生産された農産物、またこれを原料に化学
物質を用いないで生産・製造された食品を摂取するこ
とで、人間は生命を維持するに止まらず、さらなる健
康へと導かれる。これは単に安全な食物を摂取すると
いう物理的な課題のみならず、精神を含めた生命力の
増進にも繋がるとした。この考え方のもとに、作物の
生産と食の視点から「ＭＯＡ自然農法ガイドライン－営
農のてびき－」64)や「岡田式健康法　食事法と運動」65)

などが策定され、生産・流通・消費から健康が一体と
なった活動が勧められている。上述した考え方や実践
は、農医連携を心した人物や事業にふさわしいことと、
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それが今なお実践されている事例としてここに掲げた。

４．農医連携にかかわる研究・教育・普及の動向

4-1　農医連携の定義
　ここに紹介する農医連携にかかわる研究・教育・普
及の事項については、一定の定義に従って選択してい
ない。農業と環境と医療、または食品と環境と健康な
どさまざまな活動を取り上げている。したがって、農
と医・環境と農・環境と健康・農と環境と健康、など
内容は多岐にわたる。これは、農医連携の定義につい
て次のように考えているからである。
　農医連携の定義は何かと問われた場合、現在その回
答を持っていない。「健康の定義」などで述べたよう
に、健康とスピリチュアリティの関係が定まっていな
い、健康における環境の位置づけが明解でない、環境
を基にして農学と医学を連携させようとする教育・研
究・普及についての情報が寡聞にして少ない、などが
理由である。また、農医連携とはこのようなものだと
早急に提起をする必要はないと考えているからである。
農は食料であったり心の縁であったり、医は健体康心
であったり心の癒しであったり、農と医を司る環境は、
土壌や水資源の保全であったり、風景の創作であった
りする。農・医・環境いずれの領域においても、解釈
と定義はそれぞれの専門家や時代や場面で異なるから
である。

4-2　世界の動向
　「世界の動向」と次の「国内の動向」については、こ
れまでまとめた文献12, 39)から抜粋し簡略にしたもの
が含まれる。詳細は、文献を参照されたい。参考のた
めに2019年11月１日現在のURLを記載する。新たに研
究開発が進んでいる機関もあるだろうが、これについ
ては今後の調査に期待したい。

4-2-1 　国際窒素イニシアチブ（International Nitrogen 
Initiative: INI）66）

　空中にある98％の窒素を固定する技術が確立して、
100年以上の歳月が経過した。主に化学窒素肥料として
使われるこれらの窒素は、環境と人間の健康に多大な

影響を及ぼしている。すでに自然の窒素固定量の２倍
以上が空中から固定されている。この会議は、1998年
から３年おきに開催されている。

4-2-2 　地球変動と健康プロジェクト（Global 
Environmental Change and Human Health: 
GECHH）67）

　国際科学会議（ICS）のなかに地球環境科学パート
ナーシップ（Global Environmental Partnership）が
ある。そこでは、気候変動が健康に及ぼす影響の研究
とその適応戦略の構築がすすめられている。

4-2-3 　国際土壌科学会議連合（International Union 
of Soil Science: IUSS）68）

　1924年に設立された国際土壌科学会議は、2006年か
ら「土壌と安全食品と健康」部門を設立。食物と健康
に影響する土壌の質についての研究を開始した。

4-2-4 　オランダ：ワーへニンゲン大学およびワーへニ
ンゲン食品科学センター連携大学院69） 

（Excellence in research and postgraduate 
education）

　ワーへニンゲン大学院には、農医連携に関する分野
に、栄養学・食品工学・農業生命工学・健康部門など
がある。これは、栄養学などと健康という異分野の交
流を促進させるための機関である。

4-2-5 　オランダ：国立公衆健康環境研究所（National 
Institute for Public Health and the 
Environment）70）

　公衆衛生と栄養と環境保全分野の専門的な知識を総
合化する国立の研究所であり、WHO、FAO、 UNEP、
IAEAなどの国連の専門機関と親密な関係にある。オ
ランダ感染症制御センター／公共医療・医療サービス
部門／栄養・薬・消費者安全部門／環境安全部門、の
４部門に分けられる。

4-2-6 　デンマーク：コペンハーゲン大学（University 
of Copenhagen ）71）

　2007年、デンマーク薬学大学・ロイヤル獣医・農業
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大学・コペンハーゲン大学が統合された。研究の環境
と科学的アプローチの多様性がこの大学の特色で、健
康科学部・人文科学部・法学部・生命科学部・薬学
部・理学部・社会科学部・神学部がある。生命科学部
では、伝統的食物・農業・獣医科学分野が、ナノ技
術・植物バイオ技術・再生産技術・生体臨床医学・化
学療法学などの新しい分野や、生物情報学のような課
題にまたがる分野や、さらには生命倫理・動物生態調
査などの分野、とくに倫理的指向性のある分野と連動
している。

4-2-7 　アメリカ：メリーランド大学（University of 
Maryland ）72）

　農医連携プログラム（Maryland Agromedicine 
Program）は、環境汚染にさらされている農業者以外
の住民をも対象にしている。このプログラムは、広く
農薬に焦点をあて、健康管理を専門にワークショップ
や教育活動を行っている。現在のセミナーは、看護学
校生・衛生学者・移民・季節労働者の治療をする医者
のために提供されている。

4-2-8 　アメリカ：サウスカロライナ医科大学（Medical 
University of South Carolina: MUSC）73）

　農医連携プログラム（AP）は、サウスカロライナ医
科大学（MUSC）の医における公衆衛生・公共サービ
ス科の課題のひとつであったが、現在は終了している。
このプログラムは、農業従事者や消費者である国民の
健康と安全を改善するため、医学と農業を連携する革
新的な取り組みであった。APには、公共サービス・
教育・調査の分野があった。

4-2-9 　カナダ：サスカチュワン大学（University of 
Saskatchewan）74）

　農業関係者のための健康と安全センター（Canadian 
Centre for Health and Safety in Agriculture: 
CCHSA）は、カナダのサスカチュワン大学が管理・
整備している機関である。将来の展望は「農村地域の
人びとの健康に関する世界規模のリーダーシップを取
ること」で、「農業・農村地域・遠隔地に住む人々の
健康と幸福を増進するための研究の実施とその振興」

を使命としている。

4-2-10 　イギリス：リーバーヒューム農医連携研究セ
ンター（Leverhulmue Centre for Integrative 
Research on Agriculture and Health: 
LCIRAH）75）

　LCIRAHは、農業・健康分野の統合研究に役立つ共
通の学際的な基盤となるソフトまたはハードの環境を
新しく構築することであり、国際的な発展にその焦点
を絞っている。本センターは、ロンドン衛生熱帯医学
大学院・ 東洋アフリカ研究学院・ ロンドン大学薬学
校・王立獣医大学などの研究者が共同で、農業と健康
に関する統合的研究に向けての統一的な研究アプロー
チと方法論を開発する。複雑な地球規模の課題に善処
することが本センターの目指すところである。人類学
者・経済学者・農学者・公衆衛生専門職・栄養学者が
関与する研究プログラムが実施される。テーマは、貧
困と開発／食生活およびグローバリゼーションと食品
の品質／持続可能性、環境および気候変動／農業、健
康、食品流通および人獣共通の感染症／農業と健康の
指標。

4-2-11 　タイ：チャオ・プラヤー・アパイブベ郡立病
院（Chao Phraya Abhaibhubejhr Hospital）76）

　タイの地方医療センターとして1941年に設立された。
ここでは、タイ特有の「文化的・伝統的」医療法であ
るハーブ治療法が1983年から推進されている。WHO
とタイ国衛生省からの支援を受けている。化学肥料を
使用しない13軒の農家とハーブ栽培の契約をし、タイ
の有機農業認証機関（ACT）のもとで、品質は厳重に
管理されている。農医連携の普及にふさわしい病院で
ある。治療には、漢方薬・マッサージ・ハーブ・オイ
ルなどが活用される。マッサージ技術を習得するため
の学校も併設されている。

4-3　わが国の動向
4-3-1　北里大学農医連携教育研究センター77）

　北里大学では、新たな学域として2005年に「農医連
携」 という概念を立ち上げ、 それに関わる教育・ 研
究・普及活動を続けている。これまで北里大学学長室
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通信「情報：農と環境と医療１号～67号（冊子とホー
ムページ）」78)、「北里大学農医連携シンポジウム第１
回～第13回（抄録とホームページにオンデマンド掲
載）」79)、「北里大学農医連携学術叢書　第１号～第11
号（養賢堂出版）」12,16,18-24,28,29)の専門書を発刊して
いる。
　また、2007年４月に迎えた学生から「農医連携」に
関わる教育も開始された。現在の教育内容については、
「北里大学農医連携教育研究センター」77)を参照され
たい。

4-3-2　（公財）農業・環境・健康研究所80）

　持続可能な農業が環境を保全し、そこで生産される
農産物が人の心身の健康に与える影響について研究
し、その成果を教育・普及に移すことを目的にするこ
の研究所では、農業大学校を付置し農医連携の教育が
行われている81)。この研究所では、2012年からこれま
で「伊豆の国だより第１号～第26号（冊子とホーム
ページ）」82)を発刊し、「農業・環境・健康研究所シン
ポジウム第１回～第７回」83)を開催、その抄録を刊行
し、農医連携の研究・普及に取り組んでいる。また、
食のあり方が腸内細菌叢に与える影響の調査や、農業
体験者の意識の解析、花の持つ癒し効果の客観的評価
に関する調査を行い、持続可能な農業が人間の心身の
健康に与える影響についても研究している。
　なお、シンポジウム第１回～第７回までのタイトル
は、以下の通りである。「医農（いのち）の連携による
健康増進」「温暖化・オゾン層破壊と農業・環境・健
康」「農医連携の視点から教育を考える」「農と環境と
健康を心した人びと」「土壌と人間－国際土壌年2015
年を祝して－」「農業生産と生物多様性」「農業・ 環
境・健康の教育とその普及」。

4-3-3 　千葉大学：環境健康フィールド科学センター84）

　環境健康フィールド科学センターは、環境と人間と
の関係を東洋医学の観点と共生の概念から見直して、
「総合性の重視」「cure（治療）よりcare（支援・介
護）」「心身一如」の思想にもとづいて、2003年４月に
開設された。このため、医学・薬学・教育学・看護学・
園芸学・工学などの分野の教員が学際的に結集して、

社会や産業と強く連携することにより、センターの理
念と目標に即した教育と研究と実践活動を推進すると
宣言している。
　実践の場としては、(1)高齢者、病める人びとの精
神的・肉体的ケア、(2)環境保全、環境ホルモンの研
究、(3)理想的都市園芸の創造を計り、病的老化を防
ぎ、健康に「生きがい」のある生活を追求する場の提
供などを理念に、環境健康総合科学部門と都市環境園
芸学部門の２部門がある。

4-3-4　高知大学：環食同源85）

　環境保全型高付加価値食料生産システムの構築を目
指して「環食同源プロジェクト研究」を行った。ここ
では、環境の維持・修復と、健全で高い付加価値を有
する食料生産の両立を体系的な学問分野として捉えて
いる。「環食同源」という新しい概念に基づいた環境保
全型食料生産システムの構築を目指している。さらに、
食と環境を中心とした環食教育の体系化をも目指して
いる。

4-3-5 　日本学術会議：生命科学、医と食、日本農学
アカデミー86）

　日本学術会議は、20期（2006年）から従来の７部制
から３部制と体制を新たにした。これまでの学問領域
は、文学・法学・経済学・理学・工学・農学・医学の
７部制に分かれていた。新しい３部制では、人文系・
生命系・理工系の領域に分けられた。今後は、領域を
横断する課題での活動が中心になる。これまでの領域
である理学・農学・医学が、新しい生命系に変革する
姿は、「農業と環境と医療」を連携させようとする農医
連携の思いとも類似するところがある。
　日本学術会議第二部主催の公開シンポジウム（2009
年）では、「生命を守る医と食の安心、安全のために」
が開催された。これは、農医連携の重要性を強調する
シンポジウムでもあった。医と食の問題に焦点を当て
たものである。現代の問題点の浮き彫りと同時に、安
心・安全なシステム構築への提言や努力について、各
界の専門家による解説が行われている。
　日本農学アカデミーと農学会は、2010年に「農医連
携の学術とホット・イシュー」と題して、シンポジウ
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ムを開催した。内容は「農医連携の今日的意義」「森林
セラピー」「アニマルセラピー」「2010年口蹄疫の問題
点」などであった。

4-3-6 　農林水産省の食料・農業・農村白書：農医連
携事業

　農林水産省が毎年出版する「食料・ 農業・ 農村白
書」の2006年版には、北里大学の農医連携に関わる事
例「大学と市が連携し、薬草による農業・環境・医療
への意識啓発と地域農業振興を図る取組」が紹介され
ている87)。内容は、北里大学の農医連携の理念と、相
模原市と提携して遊休農地を活用した薬用植物園の指
導についての紹介である。ここでは、市民向けの薬草
栽培体験・講習・相談対応・シンポジウムなどによる
薬草栽培の啓発・普及を行うほか、研究成果を応用し
た栽培技術や加工・流通システムの開発など、新たな
ビジネスモデルの創出に取り組んでいる。
　農林水産省経営局は2009年度の補正予算で、農業を
医療や福祉に役立てる「農と医の連携促進モデル事
業」88)を行った。農業法人などが病院給食へ農産物を
提供し、農園などを患者のリハビリテーションの場に
利用する場合などに費用を助成する事業である。

4-3-7　文部科学省：大学院教育改革支援プログラム89）

　文部科学省は、農医連携の領域に教育・研究の支援
プログラムを実施している。たとえば、北里大学では
「農医連携による動物生命科学教育の質の向上：2012
年度」「安全高品質な漢方ICT医療を用いた未病制御
システムの研究開発拠点：2013年度」「食と健康の達
人：2014」「農医連携研究拠点の創出：食を介した腸
内環境制御による健康社会構築：2017」などが、支援
プログラムに選定されている77)。

4-3-8　学会関係など
　日本衛生学会：2009年３月第79回学術総会で、シン
ポジウムに「衛生学の未来への提言」を取り上げた。
そのなかで「農と医の連携を目ざして－海外および国
内の現状－」と題した招待講演が行われた。衛生学に
おいても、農医連携の必要性が浮上してきた。
　日本栄養改善学会：2009年９月第56回学術総会で、

教育に関する分野の招待講演に「環境を基とした農医
連携論のすすめ」を取り上げ、教育における農医連携
の必要性が取り上げられた。
　日本畜産学会：2011年８月第114回大会が開催さ
れ、日本学術会議共催のもとに公開シンポジウム「農
医連携による新しい大学教育の展開－農学と医学の融
合による魅力的な人材養成－」が開催された。「農医連
携ノススメ」「北里大学動物資源科学科の農医連携教
育プログラム」「北里大学の農医連携教育へのエール」
などの講演が行われた。畜産学の教育にも、新しく農
医連携の取り組みが必要な時代が到来した。
　大日本農学会：2012年７月、シンポジウム「農医連
携論－環境を基とした農と医の連携－」 が開催され
た。普及の場面にも農医連携の課題が登場しはじめた。
　アジア太平洋臨床栄養学会：2013年６月、第８回国
際学会（The 8th Asia Pacific Conference on Clinical 
Nutrition: APCCN 2013）を開催した。「Eating 
Education throughout Life and Food Supply in 
Disaster」のテーマで講演「Integrated Studies 
Linking Agriculture and Medicine through the 
Environment」が取り上げられた。国際学会において
も農医連携の学問に関心が寄せられはじめた。
　アジア永続環境シンポジウム：2013年６月、中華民
国行政院水土保持局は、苗栗県でアジア永続国際環境
シンポジウムを開催した。ここでは、「環境を基とした
農医連携の必要性」と題した招待講演が行われた。
　日本統合医療学会：2013年12月、日本統合医療学会
学術大会で、あらゆる可能性を秘めた医学に関する研
究・教育・普及が論じられている。ここでは、「農医連
携の必要性」と題する招待講演が行われた。代替医療
と代替農業の連携の科学が必要であることが説かれて
いる。

５．おわりに

5-1　人と土壌
　ヒポクラテスの言葉、「食べ物について知らない人
が、どうして人の病気について理解できようか」を換
骨奪胎して、食べ物は土壌から生産されるので「土壌
を知らない人が、どうして人の病気について理解でき
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ようか」と表現できる。
　「土壌学」という学問領域がある。この学問は、これ
まで土壌がどのように生成・分布し、どのように分類
されるかという研究の他に、食料を大量に生産するた
めの研究を行ってきた。しかし近年は環境への関心が
高まり、生態学や物質循環との係わりで研究されるこ
とが増え、「土壌生態学」「環境土壌学」「園芸学」な
どという領域にも発展していった。また、土壌は地殻
の最表層にあるから、「地質学」「地形学」「自然地理
学」の対象の一部にもなっている。さらに地球規模の
環境や物質循環の視点から、土壌は大気圏・地殻圏・
水圏・生物圏・人間圏などと同位概念で「土壌圏」と
しても位置づけられている90)。
　このような自然科学としての土壌学のほかに、そこ
に生活している民族の思想・宗教・意識・生活・医
療・芸術など、その地域と民族の文化・文明・健康に
深く関わる学問、すなわち文化土壌学としての位置づ
けも始まった。 土壌は人びとの生活と共に生きてい
る91-95)。
　最近ではベランダや庭で草花や野菜を栽培すること、
小さな畑で農を愉しむことなどが、ドイツ語でいうク
ラインガルテン（市民農園）などと呼ばれる「健康食
品・癒し・スピリチュアリティ」のために土壌が注目
されている。

5-2　健全な土壌と健康な人
　健全な作物を栽培するには、健全な土壌が必要であ
る。ここで、健全な土壌と健康な人、あるいは不健全
な土壌と不健全な人の関係を考えてみる。
１ ）土壌が重金属に汚染されると、作物に必要な元素

が重金属に妨害され吸収されなくなるうえ、過剰な
重金属のため作物は病気になる。カドミウムによる
農作物被害がよい例である。作物から重金属を過剰
に摂取したら、人の体は取り返しがつかなくなる。
カドミウムによるイタイイタイ病が典型的な例であ
る。
２ ）土壌は人が投棄した廃棄物を、ひたすら吸収・消

化・分解・改変・浄化してくれる。しかし、土壌の
このような緩衝能力にも限界がある。限界値を超え
ると土壌は健全な機能を停止する。人も同じことで、

過剰な添加物によって健康を損なう。廃棄物と添加
物は、生命の機能に有害なのである。
３ ）土壌への過剰な農薬の施用は、そこに生育する作

物を通して人の健康に悪影響を及ぼす。これは、人
への過剰な医薬品の投与と同じことである。いずれ
も、土壌や人の微生物生態に変調を来たし、両者の
健康を害する結果になる。さらに、いずれも排水路
や流域や湖沼に流れ込み、 生態系に悪影響を及ぼ
す。  
４ ）土壌への過剰肥料の施用は土壌微生物の生態を乱

し、作物の健全な成長に悪い影響を及ぼす。たとえ
ば化学窒素の過剰施用は、イネの倒伏を促進する。
そのうえ、水質や大気を汚染する。土壌への過剰窒
素は、人の過剰栄養と同じことである。人では、メ
タボリックシンドロームがそのよい例であろう。 
５ ）土壌は、作物に欠くことのできない必須元素や微

量元素（17種）をバランスよく保持している。これ
らの元素のバランスが崩れると、作物は健全に生育
しなくなる。人も同じことである。栄養元素（28種）
のバランスが崩れると、さまざまな病気にかかりや
すくなる。 
６ ）土壌は人と同じように生きていて、常に呼吸をし

ている。これらの呼吸が健全でないと土壌も人も同
様に病んでいく。オゾン層の破壊や温暖化の原因の
一つに、土壌の呼吸の変調がある。土壌から発生す
るメタンや亜酸化窒素などのガスが、温暖化やオゾ
ン層破壊に影響を及ぼしている。人が健全に呼吸す
ることこそ、健康のバロメータである。
７ ）作物が土壌から養分を摂取し続けると、土壌の持

つ力、すなわち地力は減退する。地力を付けるため
には、養分を補給しなければならない。人も同じこ
とで、健康を増進する努力を欠けば健康は衰退する。
土壌も人も地力と体力を酷使すると衰退してくる。
土壌には休閑が、人には休息が必要なのである。

　上で述べたように、人智学の創始者のシュタイナー
は百年以上も前に、不健康な土壌からとれた食物を食
べているかぎり、魂は自らを肉体の牢獄から解放する
ためのスタミナを欠いたままだろう、と語った。また、
著名なフランスのノーベル生理学・医学賞受賞者、カ
レルは、土壌が人間生活全般の基礎であるから、私た
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ちが近代的農業経済学の方法によって崩壊させてきた
土壌に再び調和をもたらす以外に、健康な世界はやっ
てこない。生き物はすべて土壌の肥沃度（地力）に応
じて健康か不健康になると述べている。なぜなら、す
べての食物は直接あるいは間接的に土壌から生まれて
くるからである。
　大自然による災害は、環境の変動である。2011年の
大震災では、地震と共に大津波が発生し、その結果、
原子力発電所が津波により破壊され、放射能が環境に
放出された。このことによって、人びとの健康は損な
われ、農地は生産不可能な状態に追い込まれた。まさ
に環境を通した農医連携の科学が必要とされる事象で
あった。このことは、健全な土壌と人の健康は決して
切り離すことのできないことを教えている29,96)。
　宗教家で哲学者の岡田茂吉は、今から60年以上も前
に土壌の本質を語っている。「知っておかねばならない
ことは土本来の意義である。そもそも太初造物主が人
間を造るや、人間を養うに足るだけの食物を生産すべ
く造られたものが土であるから、それに種子を播けば
芽を出し、茎、葉、花、実というように漸次発育して、
めでたく稔りの秋を迎えることになるのである。して
みればこの米を生産する土こそ実にすばらしい技術者
であり、大いに優遇すべきが本当ではなかろうか」97)。
　賢者はなべて、人の命と健康の基は土壌にあること
を知っていた。健全な土壌があってはじめて、人は健
体康心を維持することができる。農医連携の科学の原
点はここにある。

5-3　癒し：自然的存在とスピリチュアリティ
　最近まで、人類は名実ともに自然の一部として生き
てきた。現在でも、その本質は基本的に変わっていな
いはずである。人類は土の上を歩くことによって進化
した。現在の子どもたちを裸足（はだし）で歩かせ、
田んぼに入れると喜々として歓声をあげる。この事象
は、人と自然が対立するものではないことの証しにな
るであろう。
　現代人は、人は自然的存在であり自然の一部である
と認識しているのか、それとも忘れているのか。著名
な生態学者の沼田真の言葉を借りよう。「自然保護と
いうのは、人間が一段高いところから自然をかわいが

るという構図ではなく、『人間－自然』をいい状態に保
つことにある」98)。東京都の大地の80%以上が建物と
アスファルトなどの舗装でおおわれているといわれる。
われわれの立つ下には、大地があるなどと言えたのは
いつだったのだろう。
　自然生態系の中で根元的な地位を占めるのは、光合
成を営み動物に有機物を供給する緑色植物である。他
の動物と同じように環境からこれらの食物を調達する
以外に、人は生きるすべを知らない。どんな近代社会
が成立したとしても、この本質は変わらない。まさに、
われらは畢竟（ひっきょう）土の化物である。人は自
然生態系から独立して生きることができない。土壌を
保全することが、人類を健康に維持する最大の武器で
あることを理解するべきである。
　WHOは「健康」の定義や緩和医療のなかで、スピ
リチュアリティについて検討してきた。このことはす
でに触れた。田んぼに入った子供たちの嬉々とした姿
に見られるように、土壌は人にスピリチュアルな面で
健体康心を与えてくれる何かがある。科学は、いつの
日かこの見えない何かを人びとに見せてくれるであろ
う、スピリチュアリティという概念は科学的でないと
主張してきた人にも解るような形で。エックス線がみ
えないにもかかわらず、人はエックス線の存在を信じ
ているのだから。
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Seeking Mental and Physical Health through the Integrated 
Science between Agriculture and Medicine: Necessity and Trends 
in Japan and Overseas

Katsuyuki MINAMI1

Abstract
The time has come to create a new paradigm for promoting research in, education about, and extension of the integrated 

science between agriculture and medicine through the environment. For this purpose, it is necessary to produce an integrated 

knowledge that links technical knowledge and ecological knowledge. Here, the necessity of this integrated science and its 

historical background, trends in Japan and overseas, research subjects, and predecessor achievements are introduced. In 

conclusion, it is proposed that the maintenance and preservation of living soil is crucial for mental and physical health.
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